
3

特集 奈良に蒔かれた言葉と思想

【
要
旨
】

　

折
口
信
夫
の
心
の
ふ
る
さ
と
は
、
明
日
香
で
あ
っ
た
。
釈
迢
空
の
名

で
歌
人
と
し
て
名
高
く
、
国
文
学
者
、
民
俗
学
者
と
し
て
著
名
で
、『
万

葉
集
辞
典
』
や
『
古
代
研
究
』
と
い
っ
た
著
書
を
出
し
て
い
る
の
だ
か

ら
、
こ
れ
は
当
然
に
も
思
わ
れ
る
。
し
か
し
実
は
、
折
口
の
母
方
の
祖

父
が
、
明
日
香
村
の
出
身
な
の
で
あ
っ
た
。
祖
父
に
あ
た
る
造
酒
ノ
介

は
、
嘉
永
５
（
１
８
５
２
）
年
に
折
口
家
へ
養
子
に
入
る
に
際
し
て
、

実
家
の
岡
本
家
か
ら
一
度
、
飛
鳥
坐
神
社
の
飛
鳥
家
の
養
子
と
な
り
、

そ
れ
か
ら
折
口
家
に
入
っ
た
の
で
あ
る
。
医
師
と
し
て
人
間
と
し
て
、

大
変
立
派
で
あ
っ
た
祖
父
へ
の
尊
敬
の
念
は
折
口
に
非
常
に
強
く
、

そ
の
生
涯
の
心
の
支
え
と
な
っ
た
感
が
あ
る
。

　

そ
し
て
折
口
は
、
門
下
生
や
学
生
と
と
も
に
、
何
度
も
明
日
香
村
を

訪
ね
て
い
る
。
國
學
院
大
學
教
授
と
慶
應
義
塾
大
学
教
授
の
２
つ
を
兼

ね
る
折
口
は
、
彼
ら
に
、
現
地
を
訪
問
し
て
自
ら
の
心
に
感
動
を
持
つ

よ
う
指
導
し
て
い
た
。
そ
れ
が
歌
と
な
り
、
研
究
の
動
機
と
な
る
か
ら

で
あ
る
。

　

折
口
の
よ
う
に
、
大
和
に
特
別
の
思
い
入
れ
を
抱
い
た
人
は
多
く
い

た
。
そ
の
よ
う
な
人
た
ち
の
思
い
を
集
め
て
、
奈
良
か
ら
の
思
想
史
を

作
っ
て
い
く
こ
と
は
、
今
、
必
要

な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

キ
ー
ワ
ー
ド

　

折
口
信
夫　

　

明
日
香　

　

万
葉
旅
行　

　

思
想
史

E
u

r
o

-
N

A
R

A
S

I
A

          

－ 
 
 
  S

T
U

D
Y

    R
E

P
O

R
T

�
U
E
M
U
R
A
 
K
a
z
u
h
i
d
e

折
口
信
夫
の
明
日
香  

〔1〕

植
村
和
秀

�

２
０
１
７
年
度 

研
究
会
論
考

特集 奈良に蒔かれた言葉と思想

折口信夫肖像
提供：國學院大學折口博士記念古代研究所



4﻿

は
じ
め
に

�

ほ
す
ゝ
き
に
夕
ぐ
も
ひ
く
き
明
日
香
の
や
わ
が
ふ
る
里
は 

ひ
を
と
も
し
け
り
（
※
註
１
）

　

折
口
信
夫
（
１
８
８
７
～
１
９
５
３
）
の
心
の
ふ
る
さ
と
は
、
明
日

香
で
あ
っ
た
。
折
口
は
、
釈
迢
空
の
名
で
歌
人
と
し
て
名
高
く
、
国
文

学
者
、
民
俗
学
者
と
し
て
著
名
な
人
物
で
あ
る
。
そ
の
全
集
に
は
、
国

文
学
、
民
俗
学
の
他
、
国
語
学
、
和
歌
史
、
神
道
論
、
国
学
論
、
芸
能

史
、
短
歌
評
論
、
近
代
文
学
評
論
な
ど
の
著
述
が
収
録
さ
れ
、
歌
の
他

に
、
詩
や
小
説
、
戯
曲
な
ど
も
収
録
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
活
動
は
あ
ま

り
に
幅
広
く
、
全
体
像
の
と
ら
え
に
く
い
生
涯
と
な
っ
て
い
る
。

　

さ
て
、
折
口
の
代
表
作
『
古
代
研
究
』
全
３
巻
で
あ
る
。
昭
和
４
（
１

９
２
９
）
年
か
ら
５
（
１
９
３
０
）
年
に
か
け
て
大
岡
山
書
店
か
ら
出

版
さ
れ
た
こ
の
著
作
は
、「
を
り
く
ち
」
の
名
前
が
背
表
紙
に
金
文
字

で
入
り
、
国
文
学
篇
１
冊
と
民
俗
学
篇
２
冊
で
構
成
さ
れ
る
。
そ
こ
に

は
折
口
独
自
の
創
見
が
、
文
献
や
民
俗
の
調
査
も
踏
ま
え
て
多
角
的
に

組
み
込
ま
れ
て
お
り
、
読
む
人
を
魅
了
し
つ
つ
戸
惑
わ
せ
る
。
あ
ま
り

に
も
情
熱
が
あ
ふ
れ
す
ぎ
て
、
混
み
合
っ
た
印
象
を
読
者
に
与
え
て
し

ま
う
か
ら
で
あ
る
。

　

折
口
は
情
熱
の
人
で
あ
っ
た
。
大
阪
の
木
津
で
生
ま
れ
育
ち
、
早
く

に
文
学
や
演
劇
、
国
学
に
親
し
む
家
庭
環
境
に
あ
っ
た
。
医
薬
を
業
と

す
る
家
で
あ
り
、
家
人
は
医
者
に
な
る
こ
と
を
望
ん
だ
も
の
の
、
折
口

に
は
、
文
学
と
国
学
へ
の
志
を
あ
き
ら
め
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

天
王
寺
中
学
校
（
現
在
の
天
王
寺
高
校
）
を
卒
業
後
、
東
京
の
國
學
院

へ
と
進
む
こ
と
を
決
意
し
、
実
行
し
た
。
明
治
38
（
１
９
０
５
）
年
の

こ
と
で
あ
る
。

　

そ
し
て
本
を
読
み
、
宗
教
活
動
に
関
心
を
深
め
、
国
学
を
学
び
、
歌
を

詠
む
中
か
ら
、
短
歌
結
社
の
『
ア
ラ
ラ
ギ
』
と
の
関
係
が
で
き
て
い
く
。

万
葉
集
研
究
者
と
し
て
の
折
口
は
、
万
葉
集
を
重
視
す
る
結
社
か
ら
歓

迎
さ
れ
、
大
正
６
（
１
９
１
７
）
年
に
は
選
歌
欄
を
担
当
す
る
。
た
だ
、

ど
こ
ま
で
も
突
き
進
む
折
口
の
情
熱
は
、
や
が
て
『
ア
ラ
ラ
ギ
』
と
作

歌
の
方
針
を
異
に
す
る
よ
う
に
な
り
、
折
口
は
結
社
を
出
て
独
自
の
道

を
歩
む
こ
と
と
な
る
。

　

そ
の
中
で
折
口
は
、「
万
葉
び
と
」
と
い
う
呼
び
名
を
用
い
て
、「
万

葉
集
を
通
じ
て
見
ら
れ
る
古
代
人
の
内
的
生
活
」
を
「
そ
の
推
移
と
伝

統
・
展
開
」
も
含
め
て
研
究
の
重
点
対
象
と
し
た
（
※
註
２
）。
古
代

人
の
生
活
に
愛
着
を
感
じ
、
そ
の
心
情
に
自
ら
の
情
熱
を
注
ぎ
込
ん
で

研
究
を
深
め
て
い
っ
た
折
口
が
、『
万
葉
集
辞
典
』
を
刊
行
し
た
の
は

大
正
８
（
１
９
１
９
）
年
の
こ
と
で
あ
る
。

古
代
人
へ
の
思
い
、
祖
父
へ
の
思
い

　

古
代
人
の
生
活
に
対
す
る
折
口
の
熱
意
は
、
そ
の
主
著
で
あ
る
『
古

代
研
究
』
に
あ
ふ
れ
て
い
る
。
な
お
、
こ
こ
で
折
口
が
古
代
と
呼
ぶ
対
象

は
、
古
代
人
に
と
っ
て
の
古
代
も
含
ま
れ
る
。
は
る
か
昔
の
昔
に
到
る
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ま
で
、
折
口
は
、
そ
の
探
求
の
情
熱
を
燃
や
し
続
け
、
そ
の
当
時
の
人
々

の
内
的
生
活
の
心
情
を
も
つ
か
み
取
ろ
う
と
し
た
。
折
口
か
ら
す
れ
ば
、

そ
こ
に
文
学
的
創
作
の
秘
密
が
あ
り
、
新
し
い
文
学
を
未
来
に
発
生
さ

せ
る
た
め
に
、
非
常
に
参
考
に
な
る
は
ず
な
の
で
あ
る
。

　

そ
れ
で
は
な
ぜ
、
こ
れ
ほ
ど
ま
で
に
、
折
口
は
古
代
に
愛
着
を
持
つ

の
で
あ
ろ
う
か
。
折
口
が
生
ま
れ
育
っ
た
の
は
、
大
阪
の
木
津
で
あ
る
。

こ
こ
は
難
波
の
南
、
天
王
寺
の
北
西
に
当
た
り
、
大
阪
市
営
地
下
鉄
の

大
国
町
駅
か
ら
北
西
に
徒
歩
で
す
ぐ
で
あ
る
。
本
願
寺
と
織
田
信
長
の

合
戦
の
場
所
も
近
く
、
実
際
、
本
願
寺
の
た
め
に
働
い
た
由
緒
が
折
口

家
に
は
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

　

し
か
し
、
こ
こ
は
古
代
的
な
土
地
と
は
言
い
が
た
い
。
ま
た
、
折
口

自
身
、
自
ら
の
「
古
い
町
人
の
血
」
（
※
註
３
）
を
強
く
自
覚
し
て
い
た

よ
う
に
、
農
村
で
も
な
い
。
斎
藤
茂
吉
が
折
口
の
歌
の
力
弱
さ
を
批
判

し
た
際
、
折
口
は
、
む
し
ろ
町
人
の
立
場
を
強
く
押
し
出
し
た
。「
田
舎

人
ば
か
り
が
、
力
の
芸
術
に
与
る
こ
と
が
出
来
て
、
都
会
人
は
出
来
な

い
相
談
だ
と
迄
、
わ
た
し
は
悲
観
し
て
居
ま
せ
ん
」。（
※
註
４
）
折
口

は
こ
う
述
べ
て
、
万
葉
集
を
重
視
し
、
力
の
芸
術
を
求
め
る
こ
と
に
つ

い
て
、
独
自
の
立
場
を
表
明
す
る
。
そ
し
て
、
こ
の
茂
吉
へ
の
反
論
の

中
に
、
大
和
が
出
て
く
る
の
で
あ
る
。

　

「
わ
た
し
は
都
会
人
で
す
。
併
し
、
野
性
を
深
く
遺
伝
し
て
ゐ
る
大
阪

人
で
あ
り
ま
す
。
其
上
、
純
大
和
人
の
血
も
通
ひ
、
微
か
な
が
ら
頑
固

な
国
学
者
の
伝
統
を
引
い
て
ゐ
ま
す
」。（
※
註
５
）

　

折
口
に
と
っ
て
大
和
は
、
祖
父
の
故
郷
で
あ
っ
た
。
折
口
の
母
方

の
祖
父
で
あ
る
造
酒
ノ
介
は
明
日
香
村
の
出
身
で
あ
り
、
嘉
永
５

（
１
８
５
２
）
年
に
折
口
家
へ
養
子
に
入
っ
た
の
で
あ
る
。
な
お
そ
の
際
、

実
家
の
岡
本
家
か
ら
一
度
、
飛
鳥
坐
神
社
の
飛
鳥
家
の
養
子
と
な
り
、

そ
の
上
で
折
口
家
に
入
っ
て
い
る
【
下
写
真
】。
医
師
と
し
て
人
間
と

し
て
、
大
変
立
派
で
あ
っ
た
祖
父
へ
の
尊
敬
の
念
は
、
折
口
に
非
常
に

強
く
、
そ
の
生
涯
の
心
の
支
え
と
な
っ
た
感
が
あ
る
。

明
治
十
八
年
の
こ
れ
ら
に

0

0

0

0

果
て
し　

唯
ひ
と
り
の　

医
師
と
し
て
、
祖
父
の
記
録
を
見
出
づ

半
生
を
語
ら
ぬ
人
に
て
過
ぎ
に
し
を　

思
ふ
墓
べ
に
、

祖
父
を
を
が
み
ぬ
（
※
註
６
）

　

折
口
の
生
涯
は
旅
に
旅
を
重
ね
る
よ
う
な
も
の
で
あ
っ

た
。
そ
れ
は
、
学
術
的
な
調
査
の
た
め
で
も
あ
れ
ば
講
演
の

た
め
で
も
あ
り
、
ま
た
、
文
学
的
創
作
の
た
め
で
も
あ
っ
た
。

そ
し
て
、
折
口
の
晩
年
に
同
居
し
、
戦
後
の
旅
に
随
行
し
た

岡
野
弘
彦
は
、
折
口
の
旅
行
カ
バ
ン
が
そ
の
祖
父
の
記
念

の
も
の
で
あ
っ
た
と
回
想
し
て
い
る
。
コ
レ
ラ
流
行
の
中
で

職
務
に
殉
じ
た
祖
父
の
た
め
に
、
診
察
を
受
け
た
人
た
ち

が
遺
族
に
贈
っ
た
特
製
品
だ
っ
た
の
で
あ
る
。（
※
註
７
）

　

そ
れ
か
ら
60
年
以
上
も
経
過
し
て
、
折
口
は
そ
の
カ
バ
ン

を
使
い
続
け
る
。
カ
バ
ン
を
通
じ
て
折
口
は
祖
父
の
生
き
方
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に
触
れ
、
祖
父
を
通
じ
て
日
本
の
古
代
の
原
郷
に
心
通
わ
せ
る
こ
と
が

で
き
る
。

　

木
津
と
明
日
香
は
そ
れ
ぞ
れ
に
、
祖
父
の
生
涯
と
つ
な
が
る
土
地
で

あ
り
、
ど
ち
ら
も
折
口
の
ふ
る
さ
と
で
あ
っ
た
。
た
だ
、
そ
の
歌
と
研

究
に
と
っ
て
、
直
接
に
関
係
の
深
か
っ
た
の
は
、
明
日
香
の
方
だ
っ
た

の
で
あ
る
。

明
日
香
へ
の
愛
着

　

折
口
は
、
祖
父
の
故
郷
で
あ
る
明
日
香
を
、
門
下
生
や
学
生
た
ち
と

と
も
に
何
度
も
歩
い
て
い
る
。
國
學
院
大
學
教
授
と
慶
應
義
塾
大
学
教

授
の
２
つ
を
兼
ね
る
折
口
は
、
現
地
を
訪
問
し
て
自
ら
の
心
に
感
動
を

持
つ
よ
う
学
生
を
指
導
し
て
い
た
。
そ
れ
が
歌
と
な
り
、
研
究
の
動
機

と
な
る
か
ら
で
あ
る
。
大
学
進
学
後
は
東
京
に
住
み
、
東
京
の
大
学
で

教
え
て
き
た
折
口
に
と
っ
て
、
古
代
人
の
生
活
の
重
要
な
舞
台
を
実
際

に
歩
く
こ
と
は
、
お
そ
ら
く
ど
う
し
て
も
必
要
な
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ

し
て
そ
の
訪
問
を
、
心
か
ら
楽
し
ん
で
い
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

明
日
香
風　

き
の
ふ
や
千
年
。
や
ぶ
原
も　

青ア
ヲ

菅ス
ガ

山ヤ
マ

も　
　
　
　
　

ひ
る
が
へ
し
吹
く

な
つ
か
し
き
故フ

ル

家ヘ

の
里
の　

飛
鳥
に
は
、
千
鳥
な
く
ら
む　
　
　
　

こ
の
ゆ
ふ
べ
か
も
（
※
註
８
）

　

ち
な
み
に
、
昭
和
５
（
１
９
３
０
）
年
５
月
に
慶
應
義
塾
大
学
の
学
生

た
ち
を
引
率
し
た
万
葉
旅
行
の
行
程
は
、
以
下
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ

た
。
参
加
者
は
、
折
口
、
波
多
郁
太
郎
助
手
、
国
文
科
の
学
生
他
で
合
計

22
名
で
あ
る
。
参
加
し
た
新
入
生
の
日
記
を
引
用
し
て
み
よ
う
。
こ
の

日
記
は
、
ご
家
族
が
小
説
化
し
た
伝
記
作
品
の
一
部
と
な
っ
て
い
る
。

「
十
二
（
月
）
夜
、
十
一
時
半
、
横
浜
駅
出
発
。

十
三
（
火
）
十
時
京
都
着
。
京
都
、
三
輪
山
、
椿
市
、
長
谷
寺
、
多と

う
の
み
ね

武
峰

一
泊
。

十
四
（
水
）
多
武
峰
、
上
市
村
、
妹い

も

背せ

山や
ま

、
吉
野
山
、
岡
寺
宿
。

十
五
（
木
）
橘
寺
、
飛
鳥
川
、
高
市
郡
、
飛
鳥
、
朝
廷
跡
、
藤
原
氏
跡
、

耳み
み

成な
し

、
畝う

ね

傍び

、
香か

久ぐ

山や
ま

、
当た

い

麻ま

寺で
ら

泊
。

十
六
（
金
）
当
麻
寺
、
高
田
町
、
宇
治
平
等
院
、
京
都
嵐
山
泊
。

十
七
（
土
）
大
阪
叔
父
会
見
、
心
斎
橋
、
道
頓
堀
、
難
波
神
社
、
天
王

寺
、
中
ノ
島
公
園
、
京
都
石
山
寺
一
泊
。
別
離
宴
。

十
八
（
日
）
石
山
寺
、
琵
琶
湖
、
近
江
八
景
三
井
寺
、
京
都
、
早
慶
戦     

ラ
ヂ
オ
、
新し

ん

京
き
ょ
う

極ご
く

、
祇ぎ

園お
ん

、
七
時
半
京
都
発
。

十
九
（
月
）
朝
七
時
保
土
ケ
谷
着
、
無
事
」。（
※
註
９
）
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こ
の
新
入
生
の
名
前
は
宮
本
演
彦
、
横
浜
の
出
身
で
あ
る
。
宮
本
は
、

「
大
和
朝
廷
時
代
、
奈
良
、
平
安
朝
時
代
の
文
学
の
舞
台
と
し
て
、
漠
然

と
抱
い
て
い
た
概
念
が
、
確
か
な
も
の
に
な
っ
た
」
と
記
し
、
こ
の
旅

行
の
成
果
の
第
一
と
し
て
い
る
（
※
註
10
）。
そ
の
後
、
昭
和
７
（
１

９
３
２
）
年
に
第
２
回
の
万
葉
旅
行
が
企
画
さ
れ
、
10
名
程
度
が
参
加

し
た
よ
う
で
あ
る
。
波
多
の
日
記
に
は
、
10
月
28
日
か
ら
11
月
３
日

ま
で
の
旅
行
内
容
が
詳
し
く
記
載
さ
れ
て
お
り
、
今
度
は
こ
ち
ら
を
引

用
し
よ
う
。
な
お
、
波
多
は
東
京
の
出
身
で
あ
り
、
29
日
の
宿
泊
は
多

武
峰
で
あ
っ
た
。

　

「
三
十
日
（
日
）
九
時
頃
先
生
は
飛
鳥
に
先
発
さ
れ
た
。
社
に
参
り
、

岡
寺
道
に
か
か
る
。
尾
曾
あ
た
り
の
家
の
軒
下
に
燕
の
巣
が
つ
く
っ
て

あ
っ
た
。
細
川
を
経
て
上
居
に
か
か
っ
た
頃
、
先
生
に
あ
い
、
み
や
こ

塚
を
見
学
。
中
に
入
る
と
ま
だ
石
棺
が
存
し
て
い
る
。
阪
田
に
近
く
二

階
造
り
の
お
宮
の
あ
っ
た
の
は
珍
し
い
。
石
舞
台
を
見
、
岡
寺
、
治
田

神
社
に
詣
り
、
酒
船
石
、
飛
鳥
寺
に
よ
っ
て
、
飛
鳥
さ
ん
の
お
宅
に
至

る
。
昼
食
後
、
神
南
備
山
に
上
る
。
秋
は
色
彩
も
豊
富
だ
が
、
展
望
も

き
く
。
豊
浦
寺
趾
に
よ
り
、
海
道
を
そ
れ
て
、
田
中
、
御
坊
を
経
て
、

東
口
か
ら
畝
火
山
に
登
る
。
相
変
ら
ず
路
が
峻
し
い
。
は
や
五
時
を
す

ぎ
て
、
神
宮
の
閉
扉
の
太
鼓
を
き
い
た
。
三
輪
山
の
輪
廓
が
夏
ほ
ど

は
っ
き
り
し
な
い
の
は
物
足
り
な
い
。
下
っ
て
神
宮
に
詣
り
、
駅
前
か

ら
自
動
車
で
好
生
館
に
至
る
。

三
十
一
日
（
月
）
昨
晩
は
余
程
の
雨
だ
っ
た
ら
し
い
が
、
次
第
に
上
っ
た
。

朝
飯
前
橘
寺
、
川
原
寺
に
ま
い
る
。
八
時
過
ぎ
、
宿
を
出
る
。
飛
鳥
さ
ん

が
案
内
に
立
た
れ
た
。
祝
戸
か
ら
坂
田
に
ゆ
く
道
と
別
れ
て
、
飛
鳥
川

に
沿
う
て
稲
淵
に
向
う
。
龍
満
寺
の
竹
野
朝
臣
の
墓
、
及
び
南
淵
先
生

の
墓
に
詣
る
。
そ
れ
よ
り
飛
鳥
川
上
坐

（
日
記
白
紙
。
宇

須
多
伎
比
売
）
神
社
傍
の
飛
鳥
さ
ん
の
新
宅
に
休
む
。
こ
の
辺
は
、
飛

鳥
川
の
眺
め
も
美
し
い
。
栢
森
の

（
日
記
白
紙
。
賀
夜
奈

流
美
神
社
）
に
詣
り
、
芋
が
峠
の
登
り
口
で
飛
鳥
さ
ん
と
お
別
れ
し
た
。

峠
を
越
え
、
千
股
を
経
て
、
上
市
に
出
る
。
宮
滝
ま
で
自
動
車
。
水
が

涸
れ
て
さ
び
し
い
か
ん
じ
が
し
た
。
四
時
す
ぎ
、
所
謂
、
象
谷
に
か
か
っ

た
。
途
中
、
先
生
の
足
が
愈
々
苦
痛
を
訴
え
ら
れ
出
し
た
の
で
、
二
人

残
っ
た
。
上
千
本
に
来
た
時
は
、
と
っ
ぷ
り
暮
れ
て
い
た
。
僕
の
眼
の

悪
い
こ
と
を
頻
り
に
口
に
さ
れ
る
先
生
の
負
け
惜
し
み
。
漸
く
に
し
て

ケ
ー
ブ
ル
カ
ー
の
口
に
至
り
、
さ
こ
や

0

0

0

に
泊
る
」。（
※
註
11
）

折
口
の
大
和

　

こ
う
し
て
多
数
の
学
生
を
引
率
し
、
い
ろ
い
ろ
な
苦
労
が
あ
っ
て
も
、

折
口
は
何
度
も
明
日
香
に
や
っ
て
来
た
。
現
地
を
訪
問
調
査
す
る
こ
と

は
、
国
文
学
専
攻
の
学
生
に
と
っ
て
有
益
な
こ
と
で
あ
る
し
、
ま
し
て

関
西
出
身
者
以
外
で
あ
れ
ば
、
そ
の
効
果
は
た
し
か
に
大
き
い
。
教
育

者
と
し
て
の
折
口
の
見
識
の
高
さ
を
示
す
企
画
で
あ
る
。

　

さ
て
そ
れ
で
は
、
折
口
の
明
日
香
へ
の
愛
着
は
、
そ
の
思
想
の
全
体

の
中
で
ど
の
よ
う
な
位
置
を
占
め
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
さ
ら
に
ま
た
、

大
和
は
ど
の
よ
う
な
位
置
を
占
め
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
歌
人
と
し
て
も
、

国
文
学
者
、
民
俗
学
者
、
国
学
者
、
神
道
学
者
と
し
て
も
、
明
日
香
や

特集 奈良に蒔かれた言葉と思想
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大
和
は
、
折
口
に
と
っ
て
特
別
の
意
味
を
持
つ
。
逆
に
言
え
ば
、
折
口

の
幅
広
い
活
動
の
多
く
が
、
こ
の
土
地
に
つ
な
が
っ
て
く
る
の
で
あ
る
。

　

ち
な
み
に
、
折
口
の
実
家
近
く
の
大
阪
阿
部
野
橋
駅
か
ら
近
鉄
南
大

阪
線
に
乗
れ
ば
、
特
急
な
ら
35
分
ほ
ど
で
橿
原
神
宮
前
駅
に
着
く
。
明

日
香
は
す
ぐ
近
く
で
あ
る
。
そ
の
途
中
に
は
当
麻
寺
駅
が
あ
り
、
駅
か

ら
ほ
ど
近
い
当
麻
寺
は
、
折
口
の
小
説
の
代
表
作
『
死
者
の
書
』
の
舞

台
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
小
説
家
と
し
て
の
折
口
も
、
大
和
に
つ
な
が
る

の
で
あ
る
。

や

す

ら

な

る

息

を　

つ

き

た

り
。

大

倭　

山

青

垣

に　

 

風
わ
た
る
な
り
（
※
註
12
）

大
和
々
々
わ
れ
は
忘
れ
じ
母
が
背
に
さ
す
ら
ひ
出
で
し
山
め
ぐ

る
国
（
※
註
13
）

　

折
口
の
よ
う
に
、
大
和
に
特
別
の
思
い
入
れ
を
抱
い
た
人
は
多
く
い

た
。
そ
の
よ
う
な
人
々
の
思
い
を
、
改
め
て
取
り
上
げ
、
そ
の
意
味
を

問
い
な
お
す
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
、
近
世

か
ら
近
代
に
か
け
て
の
奈
良
県
が
、
日
本
思
想
史
上
に
ど
の
よ
う
な
意

味
を
持
っ
た
の
か
、
と
い
う
問
い
で
あ
る
。

　

奈
良
県
出
身
の
人
々
だ
け
で
な
く
、
奈
良
県
と
関
係
の
深
か
っ
た

人
々
、
あ
る
い
は
、
奈
良
県
に
あ
こ
が
れ
た
人
々
の
思
い
も
あ
わ
せ
て

発
掘
し
、
そ
こ
か
ら
、
奈
良
の
意
義
と
魅
力
を
再
発
見
し
て
い
く
こ
と
は
、

と
て
も
興
味
深
く
、
ま
た
、
今
と
て
も
必
要
な
よ
う
に
感
じ
て
い
る
。

　

奈
良
か
ら
の
思
想
史
と
い
う
試
み
に
は
、
可
能
性
と
必
要
性
が
隠
さ

れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
て
な
ら
な
い
。

�

（
以
下
、
次
回
へ
続
く
）

うえむら ・ かずひで　

1966 （昭和41） 年京都府生まれ。

京都大学法学部卒業。 京都産業大

学法学部教授 ・ 奈良県立大学ユー

ラシア研究センター客員研究員。

専門は政治思想史。『昭和の思想』

（講談社選書メチエ）、 『日本のソフ

トパワー』 （創元社）、 『ナショナ

リズム入門』 （講談社現代新書）、

『折口信夫』 （中公新書） など著書

多数。
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